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令和５年度第１回 庄原市地域公共交通会議 摘録 

 

日  時   令和５年４月 24日(月) 午前 10時 00分～午前 10時 55分 

場  所   庄原市交通交流施設 地域交流室１ 

出席委員   加藤博和会長 山根英徳副会長（代理：實兼氏） 田邉良三委員  

 岡崎輝子委員 児嶋茂春委員 深川尚子委員 曽利武臣委員 田村富夫委員 

 中井孝司委員 今田能久委員 須佐 尚委員 山口晃弘委員 

石原博行委員（代理：杉谷氏） 佐々木満委員（代理：平田氏） 

後藤茂行委員（代理：西澤氏） 藤井 剛委員（代理：才ノ平氏） 

 岡本 貢委員  

委員以外の 

  出席者  備北交通(株) 稲垣氏   

欠席委員   石田光雄委員 土井幹雄委員 福歳年行委員 尾野素子委員 

事 務 局   下森一克地域交通課長 

        川東正憲地域交通課係長 

       宮口雄三地域交通課主任主事 

 

 

１ 開 会 

会長： 

 先月に庄原市地域公共交通計画（地域別実施計画）について、審議していただきありがとうございま

した。ＭａａＳ運行モデル事業について、本日議題となっているため、議論をしていただきたい。 

 

事務局： 

 委員出席者数は代理出席・ＷＥＢ出席を含め17名、欠席４名で、本会議の成立を報告。 

会議の内容は公表となっている。議事録署名は会長と事務局長が行う。 

事務局から委員以外の出席者を紹介 

・備北交通㈱ 稲垣氏 

 

２ 資料確認 

 ・会議「次第」 

 ・庄原市地域公共交通会議委員名簿 

 ・資料１ 令和５年度ＭａａＳ運行モデル事業について 

 ・資料２ 「紫水通学パス」について 

・資料３ こども乗り放題パスについて 

 

３ 協議事項 

協議事項① 令和５年度ＭａａＳ運行モデル事業について【資料１】 

事務局から資料１を説明 

 

≪質疑・意見交換≫ 

 

委員： 

 予約については、休日も可能か。 

 

事務局： 

 可能である。 
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委員： 

 令和３年度で利用したシステムと同様とのことだが、企業名は教えてくれますか。 

 

事務局： 

 システムの業者は、順風路。ただし、予約アプリについては前回とは別の形式となる。 

 

委員： 

 10月に一度、中間検証を行うとのことだが、前回行った際は、短い期間にコアメンバーで web会議等

で協議を行っていたが、今回はどのように協議の場をされるのか。 

 

事務局： 

 先週に、地域で準備会を行った。その際に呉高専の神田先生からも短い期間で検証を行うことが望ま

しいと意見をいただいている。事業が開始してから、改善点が出てくるはずなので、検証の場を設けた

い。 

 

委員：利用者のターゲットは、市民か。前回の実績も教えていただきたい。 

 

事務局： 

 利用者は、地域の住民となるため、大半が市民となる。 

 実績は 139名の登録で、３か月の期間中 348名の利用者であった。予約アプリを改善したり、乗降ス

ポットも増やすように検討した。 

 令和３年度実施前の利用者数は１便当たり 0.49名、実施中は 1.49名であった。 

 

副会長： 

 ＭａａＳ運行モデル事業は、現状は地元の生活交通利用となるが、実際には帰省客や観光の利用も想

定される。現状は移動手段の提供でしかないので、今後、賑わいにつながる方向で進めていきたい。 

 

会長： 

 令和３年度は 139名の登録で、その方には再度案内を行うということであるが、新規利用者や市街地

側の方については、案内をされるのか。 

 

事務局： 

 振興区を通じて、案内を行うように考えている。帰省者や視察等で利用された際には、ダミーＩＤを

使い、利用してもらえる環境は作っている。 

 なお、ポイント付与については、通学用の１・８便は行わない。ＭａａＳ運行便のみ付与を行うよう

に考えている。 

 

会長： 

 予約システムの研修会は行うのか。 

 

事務局： 

 ５月の地域説明会で、インターネット予約の方法について行う。説明は、見てわかるように図にした

もので行いたい。 

 

会長： 

 承知した。協議事項①に関しての事業実施について、事務局の説明で承認いただけるということでよ

ろしいか。 
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≪挙手全員≫ 

 

会長： 

協議事項①について、挙手全員で承認いただいた。 

続いて、協議事項②について、事務局より説明をお願いする。 

 

協議事項②「紫水通学パス」について【資料２】 

事務局から資料２を説明 

 

≪質疑・意見交換≫ 

 

会長： 

 ２月の交通会議で、備北交通より西城地域でも行ってみたらよいのではないかとの提案から動いてい

る事業と認識している。利用者が多くなり、９名以上となった場合はどのように取り扱うのか。 

 

事務局： 

 現在、８名の利用者であるが、何が起こるかわからないため、高校と事業者と連携を密にして進めて

いきたい。 

 

会長： 

 雨の日や、友人と一緒に乗りたいなどの想定もできるため、連携を密にして対応していただきたい。 

 

委員： 

 学生たちは、主に西城駅から利用するのか。 

 

事務局： 

 利用者は、主にＪＲの利用者である。西城駅内の観光協会の職員が、この路線を利用してもらうよう

に声掛けをしていただいている。 

 

会長： 

 協議事項②に関しての事業実施について、事務局の説明で承認いただけるということでよろしいか。 

 

≪挙手全員≫ 

 

加藤会長： 

協議事項②について、挙手全員で承認いただいた。 

続いて、協議事項③について、事務局より説明をお願いする。 

 

協議事項③ こども乗り放題パスについて【資料３】 

事務局から資料３を説明 

 

会長： 

 令和３年度と比べ令和４年度は利用増加となっている。 

協議事項③に関しての事業実施について、事務局の説明で承認いただけるということでよろしいか。 

 

≪挙手全員≫ 
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会長： 

協議事項③について、挙手全員で承認いただいた。 

 次回の開催予定はいつか。 

 

事務局： 

 次回は６月を予定している。内容は、令和４年度の運行状況の確認及び国の補助金関係が議案となる

と考えている。 

 

４ 閉 会 

 


